
議

案

第

四

号

杉

並

区

減

税

基

金

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

二

十

二

年

二

月

十

二

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

減

税

基

金

条

例

（

設

置

）

第

一

条

特

別

区

民

税

の

恒

久

的

な

減

税

（

以

下

「

恒

久

的

減

税

」

と

い

う

。

）

に

必

要

な

財

源

及

び

大

規

模

な

災

害

に

よ

り

生

じ

た

経

費

等

の

財

源

を

確

保

す

る

こ

と

に

よ

り

、

区

民

の

負

担

の

軽

減

を

図

る

と

と

も

に

、

大

規

模

な

災

害

等

の

緊

急

時

に

迅

速

か

つ

適

切

な

対

策

を

講

ず

る

た

め

、

杉

並

区

減

税

基

金

（

以

下

「

基

金

」

と

い

う

。

）

を

設

置

す

る

。

（

基

本

方

針

）

第

二

条

区

長

は

、

恒

久

的

減

税

を

計

画

的

に

実

施

す

る

た

め

の

基

本

的

な

方

針

（

以

下

「

基

本

方

針

」

と

い

う

。

）

を

策

定

す

る

も

の

と

す

る

。

２

基

本

方

針

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

定

め

る

も

の

と

す

る

。

一

恒

久

的

減

税

の

実

施

時

期

二

恒

久

的

減

税

の

規

模

三

基

金

の

積

立

て

の

方

針

四

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項



３

区

長

は

、

基

本

方

針

を

策

定

し

、

又

は

こ

れ

を

変

更

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

こ

れ

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

積

立

額

）

第

三

条

毎

年

度

基

金

と

し

て

積

み

立

て

る

額

は

、

基

本

方

針

に

基

づ

き

、

当

該

年

度

の

予

算

で

定

め

る

。

（

基

金

管

理

方

針

）

第

四

条

区

長

は

、

基

金

を

確

実

か

つ

効

率

的

に

管

理

す

る

た

め

の

方

針

（

以

下

「

基

金

管

理

方

針

」

と

い

う

。

）

を

策

定

す

る

も

の

と

す

る

。

２

基

金

管

理

方

針

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

定

め

る

も

の

と

す

る

。

一

基

金

の

管

理

の

基

本

原

則

二

基

金

の

運

用

の

目

標

三

基

金

の

運

用

の

計

画

の

策

定

に

関

す

る

事

項

四

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

３

区

長

は

、

基

金

管

理

方

針

を

策

定

し

、

又

は

こ

れ

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

杉

並

区

減

税

基

金

委

員

会

の

意

見

を

聴

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

区

長

は

、

基

金

管

理

方

針

を

策

定

し

、

又

は

こ

れ

を

変

更

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

こ

れ

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

管

理

）

第

五

条

基

金

に

属

す

る

現

金

は

、

基

金

管

理

方

針

に

基

づ

き

、

金

融

機

関

へ

の

預

金

、

国

債

証

券

、

地

方

債

証

券

、

政

府

保

証

債

券

（

そ

の

元

本

の

償

還

及

び

利

息

の

支

払

に

つ

い

て

政

府

が

保

証

す

る

債

券

を

い

う

。

）

そ

の

他

の

証

券

の

買

入

れ

等

の

最

も

確

実

か

つ

有

利

な

方

法

に

よ

り

保

管

し

な

け

れ

ば

な



ら

な

い

。

（

運

用

益

金

の

処

理

）

第

六

条

基

金

の

運

用

か

ら

生

ず

る

収

益

は

、

一

般

会

計

歳

入

歳

出

予

算

に

計

上

し

て

、

恒

久

的

減

税

に

伴

う

当

該

年

度

の

減

収

を

補

て

ん

す

る

た

め

の

経

費

の

財

源

に

充

て

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

特

に

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

一

般

会

計

歳

入

歳

出

予

算

に

計

上

し

て

、

基

金

に

編

入

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

同

項

の

収

益

の

額

が

同

項

の

経

費

の

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

超

え

る

額

に

相

当

す

る

額

を

、

一

般

会

計

歳

入

歳

出

予

算

に

計

上

し

て

、

基

金

に

編

入

す

る

も

の

と

す

る

。

（

繰

替

運

用

）

第

七

条

区

長

は

、

財

政

上

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

確

実

な

繰

戻

し

の

方

法

、

期

間

及

び

利

率

を

定

め

て

、

基

金

に

属

す

る

現

金

を

歳

計

現

金

に

繰

り

替

え

て

運

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

運

用

状

況

の

公

表

）

第

八

条

区

長

は

、

毎

年

度

、

基

金

の

運

用

状

況

に

関

す

る

資

料

を

作

成

し

、

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

処

分

）

第

九

条

基

金

は

、

大

規

模

な

災

害

に

よ

り

生

じ

た

経

費

又

は

大

規

模

な

災

害

、

経

済

事

情

の

著

し

い

変

動

等

に

よ

り

生

じ

た

減

収

を

補

て

ん

す

る

た

め

の

経

費

の

財

源

に

充

て

る

場

合

に

限

り

、

あ

ら

か

じ

め

杉

並

区

減

税

基

金

委

員

会

の

意

見

を

聴

い

た

上

で

、

そ

の

全

部

又

は

一

部

を

処

分

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

委

員

会

の

設

置

）

第

十

条

基

金

の

管

理

及

び

処

分

を

適

正

か

つ

効

果

的

に

行

う

た

め

、

区

長

の

附

属

機

関

と

し

て

、

杉

並



区

減

税

基

金

委

員

会

（

以

下

「

委

員

会

」

と

い

う

。

）

を

置

く

。

２

委

員

会

は

、

区

長

の

諮

問

に

応

じ

、

基

金

の

管

理

及

び

処

分

に

関

す

る

事

項

に

つ

い

て

調

査

審

議

し

、

答

申

す

る

。

３

委

員

会

は

、

基

金

の

管

理

及

び

処

分

に

関

す

る

事

項

に

つ

い

て

、

区

長

に

意

見

を

述

べ

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

委

員

会

の

組

織

）

第

十

一

条

委

員

会

は

、

次

に

掲

げ

る

者

に

つ

き

、

区

長

が

委

嘱

す

る

委

員

五

人

以

内

を

も

っ

て

組

織

す

る

。

一

区

民

二

人

以

内

二

学

識

経

験

者

一

人

三

金

融

業

務

に

関

す

る

実

務

経

験

を

有

す

る

者

二

人

以

内

２

委

員

の

任

期

は

、

三

年

と

す

る

。

た

だ

し

、

補

欠

の

委

員

の

任

期

は

、

前

任

者

の

残

任

期

間

と

す

る

。

３

委

員

は

、

再

任

さ

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

任

期

が

連

続

し

て

三

期

を

超

え

る

こ

と

と

な

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

委

員

会

の

会

長

）

第

十

二

条

委

員

会

に

会

長

を

置

き

、

委

員

の

互

選

に

よ

り

こ

れ

を

定

め

る

。

２

会

長

は

、

委

員

会

を

代

表

し

、

会

務

を

総

理

す

る

。

３

会

長

に

事

故

が

あ

る

と

き

は

、

会

長

が

あ

ら

か

じ

め

指

名

す

る

委

員

が

そ

の

職

務

を

代

理

す

る

。

（

委

員

会

の

会

議

）

第

十

三

条

委

員

会

は

、

会

長

が

招

集

す

る

。



２

委

員

会

は

、

委

員

の

半

数

以

上

の

出

席

が

な

け

れ

ば

、

会

議

を

開

く

こ

と

が

で

き

な

い

。

３

委

員

会

の

議

事

は

、

出

席

し

た

委

員

の

過

半

数

で

決

し

、

可

否

同

数

の

と

き

は

、

会

長

の

決

す

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

４

委

員

会

の

会

議

は

、

公

開

と

す

る

。

た

だ

し

、

委

員

会

の

議

決

が

あ

っ

た

と

き

は

、

非

公

開

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

基

金

管

理

監

）

第

十

四

条

基

金

の

管

理

及

び

処

分

を

適

正

か

つ

効

果

的

に

行

う

た

め

、

杉

並

区

基

金

管

理

監

（

以

下

「

管

理

監

」

と

い

う

。

）

を

置

く

。

２

管

理

監

は

、

基

金

の

管

理

及

び

処

分

に

係

る

技

術

的

な

支

援

及

び

助

言

を

行

う

。

３

管

理

監

は

、

金

融

業

務

に

関

す

る

実

務

経

験

を

有

す

る

者

の

う

ち

か

ら

、

区

長

が

委

嘱

す

る

。

４

管

理

監

の

任

期

は

、

三

年

と

し

、

再

任

を

妨

げ

な

い

。

５

管

理

監

は

、

非

常

勤

と

す

る

。

（

委

任

）

第

十

五

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

附

則

１

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

２

杉

並

区

災

害

対

策

基

金

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

杉

並

区

条

例

第

八

号

）

は

、

廃

止

す

る

。

３

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

存

す

る

基

本

方

針

は

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

策

定

し

た

も

の

と

、

現

に

存

す

る

基

金

管

理

方

針

は

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

策

定

し

た

も

の

と

、

そ

れ

ぞ

れ

み

な

す

。



４

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

基

金

の

運

用

か

ら

生

ず

る

収

益

は

、

第

二

条

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

恒

久

的

減

税

の

実

施

時

期

ま

で

は

、

一

般

会

計

歳

入

歳

出

予

算

に

計

上

し

て

、

基

金

に

編

入

す

る

も

の

と

す

る

。

５

杉

並

区

附

属

機

関

の

構

成

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

杉

並

区

条

例

第

三

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

「

別

表

中

杉

並

区

ま

ち

づ

く

り

景

観

審

議

会

日

額

一

二

、

〇

〇

〇

円

を

」

「

杉

並

区

ま

ち

づ

く

り

景

観

審

議

会

日

額

一

二

、

〇

〇

〇

円

に

改

め

る

。

杉

並

区

減

税

基

金

委

員

会

日

額

一

二

、

〇

〇

〇

円

」

（

提

案

理

由

）

減

税

基

金

を

設

置

す

る

等

の

必

要

が

あ

る

。


